
〈重点研究3〉 人材環流を促す地域づくりに関する研究

背景と目的

研究期間 2022年4月～2025年3月（3年間）

研究の方法と到達点

研究の方法 研究の到達点

①県・市町村の人口移動の特徴の分析 → ◆県・市町村のU・I・Jターンの人口移動の特徴を把握

②ふるさとへの心理的基盤の形成を促す条件 →

◆県内における地域学習の実施状況の整理

◆ふるさとへの心理的基盤に影響を与える要素の抽出、

要素が働きやすい条件抽出(ほしはら山のがっこう)

③今後のUターン促進に係り強化が必要な取組の整理 →

◆少年期におけるふるさとへの心理的基盤の形成に寄

与する地域の仕組み・体制の整理、Uターンに係る取

組で今後強化が必要な視点の整理

第５期後期重点研究

研究員 貫田 理紗、地域研究科研究員 貫田 理紗

近年移住者確保に向け競争が激しくなる中、Uターンの
促進に注目する自治体が増加しています。当センターの研
究でも、子育て世帯の多くは子育てで祖父母等の日常的
な支援を受ける実態があり、今後、核家族が増加するなか
で、Ｕターンの促進により、子育てについて、近居する親族
間での支え合いの社会的構造が確保されることは、重要で
あると考えられます。
これまでの研究から、Uターンの前提条件として本人の出

身地への帰属意識や愛着（ふるさとへの心理的基盤）が
あることが整理されており、かつ出身地との関係性が良好で
あることが重要であると考えられます。
そこで本研究では、ふるさと自然体験を20年間実施して
いる地域(ほしはら山のがっこう)を対象に、子ども達の価値
観やその後の行動変容、それを可能にする環境を整理し、
ふるさとへの心理的基盤形成の要件と、本県での地域学
習が満たすべき条件を整理していきます。

図 研究のイメージ 問題意識と課題設定

◇研究の成果

Uターンには本人の心理的基盤が重要

（心理的基盤：出身地への帰属意識や誇り・愛着）
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◇第５期後期研究項目

①ふるさとへの心理的基盤の形成を促す条件
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◇研究の成果
ア～エの要素を意識し、各期間に対して
地域・市町村・県からの働きかけが必要
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→ 第５期後期研究で把握（令和４～６年度）

◇第５期前期研究（令和２～３年度）
【対象・手法】

Uターン者自身を対象にヒアリング調査

本研究では、ほしはら山のがっこう（三

次市上田町）が行う「ふるさと自然体

験」を受けた子ども達に調査を行い、

価値観やキャリア選択等への影響や影

響が発生しやすい条件を研究



研究の成果

①Uターンに係る人口移動の特徴の分析

Uターン後、多くの世帯が結婚や出産などのライフステージの変化に伴う転居をしており、条件が合わない場合は町

外含め再転居する可能性があり、従ってUターン者についても、住まい確保の支援は重要であることが判明。

②ふるさとへの心理的基盤に影響を及ぼす条件、Uターン促進にあたり強化が必要な取組の整理

ほしはら山のがっこうでのふるさと自然体験の参加者では、農村の暮らしの実際や農業の大変さの理解、自然や農

村に惹かれるマインドの醸成、実際の田舎暮らしの選択（行動変容）等、体験の影響を確認（図１）。

これら参加者のもつ“ふるさと観”は、”地域”ではなく、また会いたい”人”や”自然”を対象とする傾向をもち、ほしはら

山のがっこうでは、地域の自然や風景をはじめとする資源に、ほしはら山のがっこうのふるさと自然体験のノウハウを有

する人材が関わり、その場面に地域住民が関与することで「ふるさと」観が生じていることを確認（図２，図３）。

島根県では、他の中国地方と比較して、かなり盛んにふるさと教育が行われており、この取組にUターン促進効果を

持たせていくためには、通常、地域住民や学校教育・公民館スタッフで行われているふるさと学習に、ふるさと自然体

験についてノウハウを有する人材が関与する機会を設けていくことが重要。

図１ ほしはら山のがっこう参加者：ふるさと自然体験への参加が、子どもの価値観や
キャリア選択に与えた影響

資料：ほしはら山のがっこうアンケート調査（2022年）
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図３ ふるさとへの心理的基盤形成に対し、重要な地域の体制（ほしはら山のがっこうモデル）

図２ 「ふるさと」への心理的基盤を形成する過程、ふるさと体験の場に必要な要素の整理

資料：共同研究報告書『自然体験による子どもの豊かな育ち及び「ふるさと」への心理的基盤の形成に関する総合
研究～20年間の自然体験がもたらしたもの～』p.98より加除修正
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